



The Change of Becoming Aware by Observing the Photographs of Young 
Women’s Side Figure




































































年代 1992-1994 データ 2004-2006 データ
平均値（標準偏差） 平均値（標準偏差）
身長 158.20 （5.40） 158.27 （5.34）
体重（㎏） 51.40 （6.80） 51.01 （6.60）
背丈※ 38.82 （2.12） 40.67 （1.83）
胸囲 82.20 （7.72） 81.57 （5.58）
胴囲※ 63.85 （5.15） 67.13 （5.48）






























年度 1978 1983 1988 1993 1998
（N: 人） （54） （51） （64） （44） （76）
平均値（標準偏差）平均値（標準偏差）平均値（標準偏差）平均値（標準偏差）平均値（標準偏差）
身長 156.73 （4.90） 157.46 （4.68） 157.98 （5.15） 158.00 （5.33） 158.24 （5.24）
体重（㎏） 50.28 （6.08） 50.70 （5.14） 50.66 （5.71） 51.93 （9.82） 50.40 （7.12）
背丈 38.22 （1.67） 37.95 （1.53） 37.70 （1.65） 37.67 （1.79） 37.77 （1.88）
胸囲 81.18 （4.73） 81.84 （4.59） 81.98 （4.85） 81.45 （7.10） 82.93 （5.76）
胴囲 62.55 （4.20） 61.69 （3.30） 61.81 （4.17） 63.09 （7.56） 62.81 （4.67）
腰囲 89.75 （4.25） 89.99 （3.45） 89.86 （4.57） 91.11 （6.94） 89.42 （5.26）
年度 2003 2004 2005 2006 2007
（N: 人） （63） （51） （61） （46） （39）
平均値（標準偏差）平均値（標準偏差）平均値（標準偏差）平均値（標準偏差）平均値（標準偏差）
身長 156.90 （5.56） 157.69 （4.99） 158.48 （5.97） 157.74 （4.75） 156.94 （4.46）
体重（㎏） 48.45 （6.19） 50.41 （9.88） 48.75 （5.16） 50.60 （6.54） 48.41 （6.35）
背丈 37.08 （1.84） 37.93 （2.39） 37.40 （1.73） 36.67 （1.99） 36.61 （1.72）
胸囲 80.06 （4.97） 81.75 （7.37） 79.97 （4.20） 82.46 （5.27） 80.89 （5.35）
胴囲 63.30 （3.92） 64.91 （5.94） 61.56 （4.66） 63.98 （4.94） 62.18 （4.98）














































































年度 1978 1983 1988 1993 1998
変数名 因子№ 1 因子№ 2 因子№ 1 因子№ 2 因子№ 1 因子№ 2 因子№ 1 因子№ 2 因子№ 1 因子№ 2
ＢＮＰへの入り寸法 -0.069 -0.002 0.015 -0.572 0.009 -0.547 0.343 -0.012 -0.037 -0.497 
ＦＮＰへの入り 0.166 0.387 0.129 0.717 0.074 0.625 0.283 -0.057 -0.061 0.652 
胴囲後への入り 0.806 -0.104 -0.727 0.213 -0.502 0.527 -0.148 0.542 -0.723 0.110 
胴囲前への出（−） 入り（＋）　 -0.470 0.566 0.872 0.106 0.625 0.018 0.907 -0.265 0.864 0.220 
腰囲後突点への出（−） 入り（＋）
　 0.805 -0.121 -0.701 -0.101 -0.686 0.150 -0.086 0.608 -0.533 0.226 
腰囲前突点への出（−） 入り（＋）
　 -0.469 0.656 0.875 0.259 0.717 0.147 0.793 -0.384 0.885 0.115 
寄与率 29.5% 15.4% 42.7% 16.2% 27.2% 16.9% 28.0% 14.7% 39.0% 13.3%
累積寄与率 29.5% 45.0% 42.7% 58.9% 27.2% 44.1% 28.0% 42.7% 39.0% 52.3%
年度 2003 2004 2005 2006 2007
変数名 因子№ 1 因子№ 2 因子№ 1 因子№ 2 因子№ 1 因子№ 2 因子№ 1 因子№ 2 因子№ 1 因子№ 2
ＢＮＰへの入り寸法 -0.003 0.573 -0.057 -0.324 0.050 0.532 0.011 -0.309 -0.032 -0.514 
ＦＮＰへの入り 0.113 -0.548 0.126 0.596 0.093 -0.437 0.140 0.677 0.079 0.718 
胴囲後への入り -0.468 -0.234 0.690 0.110 -0.431 -0.394 -0.594 0.099 -0.712 0.416 
胴囲前への出（−） 入り（＋）　 0.819 -0.239 -0.488 0.659 0.529 0.156 0.577 0.474 0.880 0.033 
腰囲後突点への出（−） 入り（＋）
　 -0.624 0.029 0.606 0.109 -0.572 0.192 -0.559 -0.060 -0.645 -0.105 
腰囲前突点への出（−） 入り（＋）
　 0.847 -0.348 -0.677 0.548 0.670 -0.063 0.708 0.391 0.838 0.315 
寄与率 33.5% 14.4% 26.0% 20.3% 20.9% 11.6% 25.3% 15.8% 40.1% 17.7%
累積寄与率 33.5% 47.9% 26.0% 46.3% 20.9% 32.5% 25.3% 41.1% 40.1% 57.9%
は因子負荷量± 0.5 以上
表３  因子分析結果
年度   1983 年 1998 年 2007 年 1983 年 1998 年 2007 年 
因子得点  2.48  1.79   2.54    -1.98  -3.05 -1.63 
図３  各年代の第一因子の代表的な被験
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女子大学生の体型における側面形状の変化について
を左に，因子得点が低い被験者を右に年度順に配置した．
因子得点の高い被験者は，下半身の腰囲位後突点が肩甲骨後突点より出ており，腹囲位前突
点はＢＰより内側に入っている被験者である．また，因子得点の低い被験者は，下半身が前に
出ている被験者である．先に述べたように，3つの年代で出入りについての数値だけを見ると
同じ結果であるが，形状を見ると，年代が古いほうが，臀部や腹部の丸みが大きく出ており，
2007年では，数値では近似しているが丸みが少なく平らに近いことが観察できる．年代を追う
ごとに丸みが少なくなっているとともに，重心の位置が違うことが分かり，側面形状と重心と
が関係していることが推察できる．
以上の結果を考え合わせ，今後，体の丸みと姿勢についてさらに研究を進めたいと考える．
要　　　約
2004年から2006年にHQL（人間生活工学研究センター）によって「人間特性基盤整備事
業」が実施され，取得したデータを基にして「日本人の人体寸法データブック　2004-2006」
が2008年３月に出された．そこで，授業の一環として，毎年行ってきた体型写真撮影と身体計
測の結果を用い，側面形状について，凹凸が少なくなり，特に下半身の前後とも扁平になって
いると予測し検討することにした．身体計測値では，	HQLの結果と同様の傾向であったが、
本被験者の方が細身になっており，特に下半身が細身の傾向にあった．側面形状の出入りに
ついては，近年になるにつれてＢＮＰの入りの数値が減少し,ＦＮＰが増加してする傾向にあ
り，首の角度が真っ直ぐであるといえる．胴囲位では，前面が出なくなり幼児体型が少なく
なっていると共に，厚径が薄くなっているとも考えられる．因子分析の結果では，ほとんどの
年代で，第一因子は下半身の動きを，第二因子は首あるいは頭の動きを表す因子が抽出され
た．しかし，視覚面での形状では，近年ほど丸みが少なくなっていることが観察された．今
後，体の丸みと姿勢についてさらに研究を進めたいと考える．
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